【ひな形の使い方】○の部分を自社の状況に合わせて書き換えてください。数字は決算書・帳簿にもとづいて記入し、送付前に顧問税理士と内容を確認してください。赤字の注記は送付前に削除してください。
提供：アンパサンド税理士法人（https://ampersand-tax.jp/）
令和○年○月○日
株式会社○○銀行　○○支店　御中
株式会社○○
代表取締役　○○　○○
「経営者保証に関するガイドライン」の適用状況のご報告と、
保証の見直しのご相談
拝啓　平素より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
当社は、「経営者保証に関するガイドライン」に定める3つの要件について、当社の現状を下記のとおり整理いたしました。つきましては、下記の借入について、経営者保証の解除をご検討いただきたく、ご相談申し上げます。
ご検討の結果、要件のうち十分でないと判断される点がある場合は、その内容と、どのような改善を図れば見直しの可能性が高まるかをお示しいただけますと幸いです。当社として改善に取り組みたいと考えております。
敬具
記
1．対象の借入
	借入日
	当初の借入額
	現在の残高
	保証の内容

	令和○年○月○日
	○○○万円
	○○○万円
	代表取締役○○による連帯保証


※借入が複数ある場合は行を追加してください。
2．ガイドラインの要件の充足状況（令和○年○月期の決算にもとづく）
	要件
	確認項目
	当社の状況

	① 法人と個人の分離
	代表者への貸付金・仮払金
	直前期末の残高：なし（○年○月に返済済み）

	
	代表者への役員報酬
	年○○○万円（同業・同規模の水準と比べて相当と考えています）

	
	事業用の資産
	本社の土地・建物は代表者の所有。賃貸借契約にもとづき、適正な賃料を支払っています

	
	経費の区分
	経費精算規程を定め、私的な支出は会社の経費にしていません

	② 財務基盤の強化
	純資産
	○○○万円（債務超過ではありません）

	
	減価償却前経常利益（直近2期）
	前々期：○○○万円、前期：○○○万円

	
	返済の余力
	簡便キャッシュフロー（税引後利益＋減価償却費）○○○万円に対し、年間の返済元金○○○万円（○○%）

	③ 適時適切な情報開示
	決算書・申告書
	毎期、決算後○か月以内に提出しています

	
	月次の試算表
	毎月（または四半期ごと）に提出しています

	
	資金繰り表・事業計画
	半期ごとに提出し、計画と実績の差をご説明しています


※満たしていない項目がある場合も削除せず、改善の予定を書き添えてください（例：代表者への貸付金が○○○万円残っており、○年○月までに返済する予定です）。
3．添付資料
・決算書・税務申告書（直近3期分）
・直近の月次試算表
・資金繰り表
・事業計画書
以上
